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守護所下津の景観復元を考察する（2017 年覚書）—●

鈴木　正貴

　はじめに

　守護所下津の景観復元的研究は、新たな知見
やさまざまな研究手法を加えながら、これまで
に数回にわたり行われてきた。その詳細は研究
史で後述するが、平成 22・23 年に実施された
下津宿遺跡の発掘調査成果は研究に大きな影響
を与えた。特に、愛知県公文書館所蔵の明治
17 年作成「地籍字分全図」（以下、地籍図と略す）
にみえる地割が守護所時代まで遡ることが判明
したことは注目される。本稿はこれまであまり
活用されてこなかった地籍図にみえる地割を守
護所下津の景観復元に際して大胆に活かして再
考するものである。

　１．下津宿と守護所下津の概要

　「下津」は現在の稲沢市下津町を中心に営ま
れた中世都市で、中世東海道の宿および室町時
代の尾張国守護所が置かれたことが知られてい
る。文献史料からみる「下津（折戸）」の最古
の記述は養和元年（1181）『新定源平盛衰記』
の記事で、この他に『沙石集』や『関東往還記』、

『十六夜日記』などの旅行記に「下津」が記され、
13 世紀半ば以降に下津は交通の要衝であった
ことが分かる。また、正和 3 年 (1314) に「下
津五日市」の存在が知れ（「尾張国大成荘関係
文書」）、応永 4 年（1397）一月付「尾張国目
代注進状」などから、14 世紀末には下津が守
護の支配下にあったと考えられる。応永 7 年

（1400）に又守護代織田常竹が居館を築いたと

伝えられ、少なくとも同 18 年（1411）には尾
張守護所が下津に存在したことが分かってい
る。文明 8 年（1476）に守護所が焼亡し清須
へ移転した後も、天文 19 年（1550）に太田清
蔵が居城したと言われ、下津およびその周辺は
集落として続いていたと考えられる。

　２．下津の景観復元に関する研究史

　中世下津に関する景観復元的な研究は近年多
くみられ、その詳細は別稿（鈴木 2014）に譲
るが、ここでは概要を４段階に分けて紹介して
おく。

（１）第１段階（1980 年〜 1998 年）
　最初の研究は下津城跡の調査が主体であっ
た。昭和 55 年から下津北部に所在する下津城
跡の発掘調査が行われ、井口嘉晴は下津城が連
郭式の形態をもつ城郭と復元し、青木川に沿う
形で鎌倉街道を推定した（井口 1984）。これに
対し下津城跡が連郭式城郭とは別形態であると
いう指摘も出された（日野 1987）。

（２）第２段階（1999 年〜 2008 年）
　西部にある下津北山遺跡などの発掘調査が進
む中、尾張守護所・中世都市としての下津の景
観復元研究が行われるようになった。その嚆矢
となったのは、清須と岩倉に先行する都市景観
を明らかにするため、発掘調査で確認された区
画と河道・街道・寺社との関係に着目し、現青
木川と字「蛇池」の旧河川跡で形成される自然
堤防上に、青木川に併行する鎌倉街道とそれに
並ぶ寺院や居館と屋敷を推定した拙稿（鈴木
2004）である。そして、居館よりも先行して河
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川が合流する区域に「下津五日市」を想定した。
当初は下津城跡を居館に比定したが、後にそう
でない可能性も指摘した。これを受け、北條献
示は井口が考察した連郭式城郭の景観は下津城
の最終段階の 16 世紀のものであると考え、そ
の際に大規模整地がなされた可能性を想定した

（北條 2006）。一方、加藤博紀は字「蛇池」の
河川跡について考察し、江戸時代の史料や村絵
図などから、現在の青木川下流域の掘削と整備
が 16 世紀後半から 17 世紀前半に行われた可能
性が高いことを指摘した（加藤 2009）。榎原雅
治は寺院と地名および川の位置関係から、中世
下津は「冨田荘絵図」に描かれた萱津に類似し
た景観と推定した（榎原 2008）。

（３）第３段階（2009 年）
　鵜飼雅弘らは、集落の基盤となる旧地形の復
元などさまざまな情報を総合的に検討し、中世
における河道と東海道を想定復元した。そして
鎌倉時代には「下津河」をはさんで北西側に赤
池宿、南東側に折戸宿（下津宿）があること、
下津宿に関わる遺跡群が南北約 3km、東西約
2.5km に広がることなどを明らかにした（鵜飼
他 2009）。この復元案は、現青木川が後世の開
削によるものと考え河川や街道の位置を従来と
異なる形に推定するなど大胆な推定を含んでお
り、いくつかの疑問が出されていて定説には
至っていない。

（４）第４段階（2010 年〜現在）
　平成 22 年から下津の中枢域（下津宿遺跡）
の発掘調査が行われ、重要な成果が確認された

（樋上編 2013）。この地点では、10 世紀の遺構
遺物が最も古く、13 世紀第１四半期頃から遺
構の形成が始まり、13 世紀中葉から 14 世紀代
にかけて方形区画（寺院推定地）が集中して築
かれたことが判明した。寺院では貴人への饗宴
がおこなわれたこと、寺域南東部では鍛冶や漆
などの手工業生産もおこなわれていたこと、15
世紀第３四半期には青木川の付け替えと幅 15
ｍの鎌倉街道の敷設が同時におこなわれたこと
などが指摘された。その後、報告書で触れられ
なかった金属関連資料や微細遺物、掘立柱建物
などの検討から空間利用について考えた論考も
提出された（蔭山他 2014）。

（５）小結

　こうした研究の結果、現在室町時代から戦国
時代の下津地域の変遷は、少なくとも（１）守
護所時代、（２）守護所移転後の時代、（３）大
田清蔵築城の下津城の時代に区分して考察する
必要があることが明確となった。そして、第１
段階の下津城跡の研究は 16 世紀中頃の大田清
蔵に伴う城郭を対象にしたもの、第２段階の筆
者の研究は守護所移転後の下津全体を対象にし
たものであったと、結果論的にいうことができ
る。そして、第２段階後半から第３段階に地形
の変遷を視野に入れて検討が進み、第４段階に
その一部が考古学的に実証されたとまとめられ
る。15 世紀以前の下津の様相は依然として不
明な部分が多いが、現時点で求められる景観復
元研究は地形変遷の検討と下津宿遺跡の発掘調
査成果を融合したより精緻なものであろう。

（６）本稿で取り扱うべき課題
　そこで、現時点で検討すべき課題を整理して
おきたい。下津宿遺跡の発掘調査で明らかに
なったことは、地籍図に残る地割や地名が守護
所時代の痕跡を良く残していたことである。特
に、守護所最盛期となるⅣ期（15 世紀第２四
半期）の区画溝と地割がよく対応することと、
字「不断光寺」地点で宝篋印塔など仏教的遺物
が多く出土したことは重要であり、このことは
地籍図にみられる細かい情報をもう少し深く取
り入れる必要があることを示している。本来、
地籍図中にある詳細な情報はそれが形成された
時期を特定することが難しく、景観復元研究に
取り入れる際には慎重にならざるを得ないが、
本稿ではこの点に踏み込んで考察を進めていき
たい。

　３．下津周辺の地形復元

　上記の問題意識に立ち、景観復元に際しては
全体像の把握から始めていき、その後に個別の
施設について検討する。具体的には、まず河川
の変遷を主体とした地形復元を行い、次に地籍
図などから位置を特定できる寺院と地割を検討
して、下津の景観の骨格を固めておきたい。
　沖積低地部の遺跡研究では河川を主体とした
地形復元が重要である。そこで蔭山誠一が行っ
た地籍図分析（鵜飼他 2009）の再整理から始
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継続していた主要河川と考えられる。
　河道Ｍは伝法寺本郷遺跡の発掘調査成果か
ら 9 世紀まで存在したことが判明した。これ
に加え、河道Ｍの西側に低地部が断続的に並
ぶことから河道Ｏ（鵜飼他 2009 論文では旧河
道Ｃとした）が想定される。河道Ｏの時期に
ついては明確な根拠はないが、中世に河道Ｆ
を上回る大規模河川が存在したとはいいがた
いので、やや小規模な流路が流れた可能性を
指摘しておく。
　一方、下津北山遺跡の発掘調査成果から河
道Ｆ南半部は古墳時代から河川として機能し
15 世紀末までに埋没したことが判明した。河

めたい。蔭山は地籍図を用い、稲沢市北東部
と一宮市南部の区域に微高地 21 ヶ所、低地部
22 ヶ所を抽出し、河道跡と考えられる地形（こ
こでは河道と表記する）を 14 ヶ所提示しその
変遷を考察した（図１）。
　河道Ａは現三宅川、河道Ｅは現緑葉川、河
道Ｆ北半と河道Ｇは現青木川、河道Ｎは現五
条川とほぼ対応する。河道Ｂ、Ｃ、Ｉ～Ｍは
上記の現行河川に寸断されており、相対的に
古く位置づけられる。また、河道ＤとＥも河
道Ｆにより断絶される。河道Ａはその自然堤
防上に尾張国府や尾張国分寺など古代の重要
な遺跡が分布しており、少なくとも古代から
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道Ｆの跡地では少なくとも慶安元年（1648）
に新田として検地され、この開発に伴い河道
Ｇの堤は慶長 13 年（1608）よりあまり遡ら
ない時期に築堤されたと想像される（加藤
2009）。
　河道Ｇ（現青木川）については、旧稿（鵜
飼他 2009）では、下津城跡の遺構の展開状況
と青木川行人橋付近で原米吉氏が採集した資

料などの理由＊から、等高線に沿う形で 16 世
紀以降に開削されたと考察した。しかし、後
述するように下津城跡の遺構を現況の青木川
方向に展開する形で無理に推定する必要はな
く、江戸時代の遺物を含む採集資料が川の掘
削時期を決定づける根拠にはなり得ないこと
から、再考する必要がある。
　以上の結果、下津周辺の河道の変遷は４段階

＊鵜飼他 2009 では、現在緑葉川と青木川と合流する地点から南西方向に伸びる谷地形（ここでは河道Ｑとする）を現地形等高
線図から読み取り、微高地群 14 との関係からみて河道Ｅ（原文では旧河道Ｂ）→河道Ｑ→河道Ｆ（原文では旧河道Ａ）の順に
変遷したと分析し、現在の青木川は江戸時代以降の新しい川と結論付けた。しかし、これは中世まで存在した河道Ｆと現在青
木川として流れる河道Ｆと同じ場所を流れているにも関わらず、時期を二重に理解するという混乱があり問題が多い。そもそ
も等高線図から読み取れる谷地形はおよそ 2000 年前のやや規模が大きい旧地形を想定しており、河道Ｑが地籍図で見出せない
こと自体もそれがかなり古いことを示している。
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道Ｆ跡地の新田開発が進められた 16 世紀末～
17世紀とする説の２つが考えられる。本稿では、
後述するように、地割の形成時期を重視し 15
世紀末に河道Ｇが開削され旧地形４段階となっ
たと考える。

　４．下津周辺の寺院の配置

　次に往時の遺構の残影を残している寺社を検
討する。神社については確実に遡る事例がない
が、寺院については中世まで遡る来歴を持つも
のが複数存在する。ここでは４段階に分けて整
理する（図３）。なお、出典など詳細な情報は
鵜飼他 2009 を参照されたい。

（１）寺院配置１段階（12 世紀後半〜 14 世紀前
半）
　この段階では、次の３寺院の存在が確認され
る。

（Ａ）天台宗円光寺：建久年間（1190 ～ 1198）
に山田郡に寺領を持ち、仁王門が弘長 2 年

（1262）に建立されたという寺伝をもつ。
（Ｂ）真言宗曩謨寺：延応２年（1239）に成立
したとする寺伝をもつ（後の阿弥陀寺）。

（Ｃ）時宗頓乗寺：貞和３年（1347）に成立し
たとする寺伝をもつ。

に整理できる（図２）。
旧地形１段階：河道Ａ・Ｅ・Ｆよりも古い河道Ｂ・
Ｃ・Ｈ～Ｌなどが存在した段階である。旧稿（鵜
飼他 2009）では触れていないが、地籍図にみ
る低地部 18 の河道Ｐも河道Ｆによって断絶さ
れており、この段階に該当するだろう。河道Ｐ
北側の延長線上に位置する下津新町遺跡の発掘
調査では古墳時代の南北方向の谷地形が検出さ
れており、河道Ｐが古墳時代の河川であった可
能性が高い。旧地形１段階は弥生時代から古墳
時代の地形と推定することができる。
旧地形２段階：河道Ａと河道Ｍが流れた段階で、
河道Ｄと河道Ｎも存在したかも知れない。河道
Ｍが 9 世紀まで存在したと推定されるので、旧
地形２段階は古代の地形と思われる。
旧地形３段階：河道Ｍが埋積し新たに河道Ｆが
流れ始めた段階である。河道Ｄに代わり河道Ｅ
も流れ、河道Ａと河道Ｎも存在した可能性があ
る。旧地形３段階は河道Ｍが埋積する 9 世紀以
降、河道Ｆ南半が埋積する 15 世紀末までの状
態を示していると考えられる。
旧地形４段階：河道Ｆ南半が埋没した段階であ
り、その代替として河道Ｇ（現青木川）が新設
されたと考えられる。河道Ｇの設置時期は、河
道Ｆ南半が埋没した 15 世紀末とする説と、河
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図３　下津地域の寺院配置の変遷
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（３）寺院配置３段階（守護所移転後： 1476 年
〜 16 世紀）
　守護所移転後（1476 年～）では、５寺院が
引き続き確認され、住吉薬師堂の存在は検討の
余地が残る。

（Ａ）天台宗円光寺：現在も現地にそのまま法
灯を繋いでいる。

（Ｂ）浄土真宗阿弥陀寺：曩謨寺が文明年間
（1469 ～ 1486）に改宗したもので、その後は
現在もそのまま法灯を繋いでいる。

（Ｃ）時宗頓乗寺：寛永 7 年（1630）に曹洞宗
寺院として旧地に再興したが、享保 2 年（1717）
に現在地に移転した。跡地には「旧跡」、南側
には「頓乗寺前」の字名が残る。

（Ｄ）臨済宗正眼寺：元禄 2 年（1689）に旧丹
羽郡三ツ渕村（現小牧市）へ移転する。跡地は「寺
跡」の字名が残る。

（Ｅ）住吉薬師堂：『万徳寺寺領帳』によれば
16 世紀後半までに万徳寺に引き移ったとされ
る（新修稲沢市史資料編７）が、確実ではない。
跡地には「薬師院」の字名が残る。

（Ｆ）日蓮宗妙法寺：現在も現地にそのまま法
灯を繋いでいる。
　これに加え新たに次の３寺院が追加される。

（Ｎ）日蓮宗妙長寺：文明 10 年（1478）に創
建された。天正 14 年（1586）に清須へ、さら
に慶長 15 年（1610）に名古屋へ移転し照蓮寺
と改称された。跡地には番神堂が建てられるが、
これも天正末年に東下町へ移転した。現在、跡
地には「元番神」の字名が残る。

（Ｏ）曹洞宗広幢寺：天文 10 年（1541）に川
井村から移転した。現在も現地にそのまま法灯
を繋いでいる。

（Ｐ）浄土真宗円通寺：天文 16 年（1547）以
前に開創された。現在も現地にそのまま法灯を
繋いでいる。
　地名のみが確認される（Ｇ）不断光寺、（Ｈ）
信正寺、（Ｉ）知光寺、（Ｊ）定福寺、（Ｋ）長
成寺、（Ｌ）光明寺、（Ｍ）弁天の廃絶時期は特
定しがたい、しかし、下津宿遺跡の発掘調査で、
不断光寺に関わる区画溝などの遺構群がⅤ期

（15 世紀第３～４四半期）まで継続しⅥ期（15
世紀第４四半期～ 17 世紀）には全く確認され
なくなることから、15 世紀第４四半期頃すな

　この段階では、天台宗・真言宗寺院の再興・
整備が行われたとみられ、近隣では万徳寺（旧
長野村）や性海寺（旧大塚村）などが存在する。
この頃に「折戸」・「赤池」の地名が現れるが、
13 世紀後半には赤池の地名はみられなくなる。
寺院数が少なく、どこまで有意なものか判別し
がたいが、おおむね南北に並ぶ寺院配置となっ
ている。

（２）寺院配置２段階（守護所時代：14 世紀末
〜 1476 年）
　守護所時代（～ 1476 年）では、先述の３寺
院の他にさらに３寺院の存在が確認される。

（Ｄ）曹洞宗正眼寺：応永元年（1394）に天鷹
禅師を開基として創建された。

（Ｅ）住吉薬師堂：応永 26 年（1419）に織田
教継が田地を寄進した（妙興寺文書）。

（Ｆ）日蓮宗妙法寺：享徳２年（1453）に創建
された。
　また、実在したか確実ではないが、地名で寺
院名が残るものがあり、これらは守護所移転の
時かそれ以降に廃絶した寺院であった可能性が
考えられる。その一つに「不断光寺」があるが、
下津宿遺跡の発掘調査でこの地割に沿う区画溝
が検出され、付近で宝篋印塔などの遺物が出土
しており、15 世紀に寺院跡であった可能性が
高まった。このような地名として７つをあげる
ことができる。

（Ｇ）不断光寺
（Ｈ）信正寺
（Ｉ）知光寺
（Ｊ）定福寺
（Ｋ）長成寺
（Ｌ）光明寺：現在この位置に日蓮宗等澎寺が
存在する。等澎寺は曹洞宗光明寺が天明 2 年

（1782）に改宗されたものというが、光明寺が
どこまで遡るかは定かではない。ここでは地名
のみが残る事例としておきたい。

（Ｍ）弁天
　この段階では、禅宗寺院の整備が行われたと
みられ、近隣では臨済宗妙興寺（旧妙興寺村）
なども存在する。下津地域の寺院配置は広大な
微高地上に散在しているようにみえるが、大き
くみれば、河道Ｎに沿う形で展開しており、そ
の自然堤防上に分布しているといえる。
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にあってほぼ正方位で展開することから、古代
まで遡る可能性も考えられる。

（２）方格地割Ｂ
　方格地割Ｂは、真北から４°東に振れる方位
で、岐阜街道と青木川に挟まれた部分に拡がっ
ている。下津宿遺跡の発掘調査区の中では西端
から中央部にかけて該当する（図５）が、Ⅱ期（13
世紀第２四半期～ 14 世紀第３四半期）に調査
区西端部で地籍図にみる地割とほぼ同じ方向に
走る溝（10 Ａａ区 0151 ＳＤ）が出現している
ことが判明した。10 Ａａ区 0151 ＳＤは山茶碗
第６型式に属する小皿が出土しており、13 世
紀中葉に開削されたとみられる。この部分では
Ⅳ期（15 世紀第２四半期）にも同様の溝（10
Ａａ区 0002 ＳＤなど）が存在する。一方、調
査区中央部では、Ⅲ期（14 世紀第４四半期～
15 世紀第１四半期）に方格地割Ｂに近似する
溝（10 Ｃａ区 0001 ＳＤなど）がみられるが、
方格地割Ｂに合致する溝（10 Ｃａ区 1320 ＳＤ
下層など）が確認されるのはⅣ期に入ってから
のことである。Ⅱ期では、方格地割Ｂと方向は
同一でも位置が大きく異なる溝（10 Ｃａ区
1964 ＳＤなど）が認められ、西端部とは状況
が異なる。
　この結果、方格地割Ｂは 13 世紀中葉にその
萌芽が確認され、広範囲で確実に展開したのは
15 世紀第２四半期であったといえる。
　ところで、方格地割Ｂの西部には「大門西北
切」などの字名がみえ、その北側に「頓乗寺前」
や「旧跡」など頓乗寺の存在を示す字名がある。
大門が頓乗寺に関わる施設と推定するならば、
青木川に規制された地割を示す頓乗寺本体の区
域「旧跡」も本来は方格地割Ｂが展開していた
可能性が考えられる。後述するように、さらに
北側の下津城跡の発掘調査で方格地割Ｂが確認
されているので、頓乗寺は青木川開削に伴い方
格地割Ｂが地割Ｅに変更されてしまったものと
推定できる。そうであるならば、方格地割Ｂは
区域内で最古の寺院である頓乗寺を中心に地割
が設定されたものと理解できる。方格地割Ｂは
方位が近似する方格地割Ａの影響を受けたもの
とも考えられよう。

（３）方格地割Ｃ
　方格地割Ｃは岐阜街道と五条川に挟まれた部

わち守護所が移転する前後に不断光寺は廃寺に
なったものと推定できる。不断光寺以外の寺院
も、名称以外にその痕跡を残さないことから、
同様に守護所が移転する時点で廃寺になったと
推察される。
　この段階では、新たに浄土真宗や日蓮宗寺院
が展開したものとみられる。下津地域の寺院配
置は現青木川から現五条川に平行する井口が想
定した鎌倉街道（以下「伝鎌倉街道」と称する）
に沿う形で寺院が偏在している。この段階で住
吉薬師堂と地名のみが残る寺院が廃寺となった
とみられ、これらの多くは伝鎌倉街道よりも東
側の青木川周辺に所在している。青木川開削に
よって移転を余儀なくされたものと推定され
る。

（４）寺院配置４段階（17 世紀〜）
　この段階では、17 世紀前半に岐阜街道（御
鮨街道）が新設された。岐阜街道は南北に直線
的に設置され、神明神社付近と山神付近でほぼ
直角に折れる形状をなしている。円光寺と阿弥
陀寺は向きが逆になるものの新街道に比較的近
いが、広幢寺などその他の寺院は街道から離れ
ている。曹洞宗頓乗寺が岐阜街道沿いに移動し、
臨済宗正眼寺と日蓮宗妙長寺が下津以外の地に
移転したのは、新街道の設置による影響が少な
からずあったものとみられる。そして、この岐
阜街道が近代までその機能を維持しており、そ
の後に周辺の地割を大きく変更することはな
かったといえる。

　５．下津周辺の地割

　次に地割を検討する。下津周辺の地籍図をみ
ると、４種の方位を持つ碁盤目状の方格地割（方
格地割Ａ～Ｄ）が確認される。これに伝鎌倉街
道と現青木川に規制される地割Ｅ、および岐阜
街道に規制される地割Ｆが加わって、下津地域
の地割が形成される（図４）。

（１）方格地割Ａ 
　方格地割Ａは、岐阜街道西部で真北から 2°東
に振れる方位で展開するものである。この地割
が分布する区域の東端部に寺院配置１段階の円
光寺と曩謨寺があり、地割の設置は 13 世紀頃
まで遡ると推定される。尾張国府推定地の近く
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図４　下津地域の地籍図（樋上編2013を改変：Ｓ＝1/10,000）
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Ⅳ期：15世紀第 2四半期

Ⅴ期：15世紀第 3～第 4四半期

Ⅵ期：15世紀第 4四半期～17世紀初頭

Ⅱ期：13世紀第 2四半期～14世紀第 3四半期

Ⅲ期：14世紀第 4四半期～15世紀第 1四半期
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図５　下津宿遺跡の遺構変遷図（樋上編2013を改変：Ｓ＝1/2,500）
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ろう。
（７）小結
　以上の結果、下津地域には方格地割が複数存
在し、方格地割Ａ（12 世紀後半～ 13 世紀）→
方格地割Ｂ（13 世紀中葉～ 15 世紀第２四半期）
→方格地割Ｃ（14 世紀末～）→方格地割Ｄ（15
世紀後葉～）の順に形成され、地割Ｅ（15 世
紀後葉～ 17 世紀初頭）→地割Ｆ（17 世紀～）
とつながっていくと整理される。

　６．下津城、五日市、鎌倉街道

　次に、個別施設の検討を行う。
（１）下津城
　下津城は河道Ｆと河道Ｇが交差する南側所在
し、天文 19 年（1550）に太田清蔵が築城した
といわれる。稲沢市教育委員会の発掘調査の結
果（北條 2003 など）、堀や井戸などの遺構が検
出されたが、調査区が狭小である上に溝が多く
確認され過ぎたため、全体の構造を把握するこ
とが難しい。溝の多くは 16 世紀の遺物が含ま
れており、全てが新しい時期に共存していたと
いう理解になっている。
　本来は出土遺物の詳細な検討から時期を決定
していくべきであるが、現状でそれが叶わない
ので、溝の方向は正方位に近いもの＝方格地割
Ｂと青木川の方位＝地割Ｅの２者があることに
着目し、前者を 13 世紀中葉～ 15 世紀第２四半
期、後者を 15 世紀後葉～ 17 世紀初頭に時期を
比定した（図６）。その結果、方格地割Ｂに属
する溝は昭和 59 年度ＳＤ 14・昭和 55 年度Ｓ
Ｄ 07・昭和 56 年度ＳＤ 10・昭和 62 年度ＳＤ
12 などがあり、溝の間隔はそれぞれ約 50 ｍ、
約 70 ｍ、約 70 ｍとなる。溝で囲まれた区画が
展開したと考えられ、内部には同時期の井戸な
どの遺構が存在している。一方、地割Ｅの方位
では昭和 61 年度ＳＤ 20・昭和 61 年度ＳＤ
10・昭和 62 年度ＳＤ 16 などがあり、井口ら
が推定した堀の配置に概ね合致している（井口
1984）。前稿（鵜飼他 2012）では、青木川の
方向に屈曲する昭和 61 年度ＳＤ 10 が１町四方
の曲輪を形成すると考えたが、そうではなく、
類似する溝が複数存在しているので豊田市今町
遺跡などのように複雑な塁線を形成した可能性

分に真北から 21°東に振れる方位で展開するも
ので、方格地割Ｂの南に位置し、青木川を挟ん
で北側にも部分的に拡がっている。南側のみで
みると井口が推定した伝鎌倉街道に沿う地割と
みえるが、北側にも拡大していることから五条
川に規制された地割とみる方が妥当である。14
世紀後葉までに創建された現存寺院はなく、地
割北端に所在する正眼寺の存在が注目される。
方格地割Ｃは五条川が形成された頃（古代か？）
に成立した可能性が考えられるが、この地割を
活かして寺院などの遺構が展開するのは、正眼
寺が創建された 14 世紀末頃と推定できる。

（４）方格地割Ｄ
　方格地割Ｄは青木川東部に真北から 14°西に
振れる方位で展開する地割である。現状では時
期を特定する情報はないが、現青木川に規制さ
れた地割とみることができる。方格地割Ｃを切
る形で展開しており、比較的新しい段階に設定
されたものと推定される。

（５）地割Ｅ
　地割Ｅは河道Ｇ（青木川）と伝鎌倉街道に近
接する部分に川や街道に規制された変則的な地
割である。下津宿遺跡の中では東部がこれに該
当するが、Ⅱ期（13 世紀第２四半期～ 14 世紀
第３四半期）に地割とほぼ同じ方向に走る溝（10
Ｅａ区 0389 ＳＤ・0872 ＳＤなど）が確認さ
れる。Ⅱ期の地割はその後継続されておらず、
この溝の持つ意味は不明な点が多いが、確実に
伝鎌倉街道に沿う溝はⅤ期（15 世紀第３四半
期～第４四半期）に認められ（10 Ｅａ区 0290
ＳＤなど）、Ⅵ期（（15 世紀第４四半期～ 17 世
紀初頭）に継続する（10 Ｅａ区 0300 ＳＤなど）。
この結果、地割Ｅは 13 世紀まで遡る可能性を
残しつつも 15 世紀後葉には成立したものとい
える。このことから、地割Ｅに大きく関与した
とみられる伝鎌倉街道と河道Ｇの成立も 15 世
紀後葉となる可能性が高い。

（６）地割Ｆ
　地割Ｆは 17 世紀前半に敷設された岐阜街道
に沿う地割で、その街道沿いに分布するもので
ある。下津新町遺跡（鈴木編 2009）でこれに
平行する 18 世紀後半の溝（ＳＤ 22 など）が確
認されるが、一般的にみて街道敷設段階の 17
世紀前半で地割も成立したとみるのが適切であ
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付近に五日市（字五日市場）が展開したと考え
ておく。

（３）鎌倉街道
　街道の位置を特定することは容易ではない。
ここでは寺院の配置を重視して考察を進めた
い。12世紀から13世紀前半までは、古刹円光寺・
曩謨寺・頓乗寺を通過したと想定すると、方格
地割ＡとＢの方位に沿う直線路（街道Ａ）が復
元できる。13 世紀末から 15 世紀後葉までは前
述の街道Ａに加え河道Ｎに沿って正眼寺へ向か
う道Ｂが想定される。河道Ｏの存在を想定する
ならば道Ｂの先は河道Ｏに沿って北北西に伸び
る街道Ｃを考えることができる。15 世紀後葉
から 16 世紀までは、道Ｂまたは街道Ｃが廃止
され、該期の寺院がきれいに配列する井口が指
摘した伝鎌倉街道（街道Ｄ）となったと考えら
れる。街道Ａは継続したかもしれない。
　守護所移転前後の新街道の普請（および河道
Ｇ開削）は具体的にいつ実施されたのであろう

を考える方が適切だろう。
　以上の結果、下津城地点では 13 世紀中葉～
15 世紀第２四半期に 50 ～ 70 ｍ四方の屋敷が
展開し、1550 年頃に青木川に沿う形で下津城
の曲輪が普請されたと理解される。

（２）五日市
　五日市の位置は地名「五日市場」がある場所
と考えざるを得ない。かつて筆者は青木川と五
条川と鎌倉街道が交差する部分に展開したと意
義付けた（鈴木 2004）。また、旧稿（鵜飼他
2009）では、河川が合流する地形に市が成立す
ることを意識して中世に河道Ｏ（原文では旧河
川Ｃ）が流れたと想定した。しかし、14 世紀
から 15 世紀の下津周辺の地形は、河道Ｆと河
道Ｎという北東から南西方向に流下する本流が
想定されており、北西方向から合流する主要河
川を想定しにくい状態である。ここでは、街道
＋河道Ｏと河道Ｆが交差する付近に九日市（字
九日市場）、街道＋河道Ｏと河道Ｎが近接する

青木川

下津小学校

：土地改良前の水田
：方格地割Ｂに伴う遺構

：推定される遺構ライン
：地割Ｅに伴う遺構 ＊北條献示 2003『下津公民館用地埋蔵文化財発掘調査報告書ー下津城跡・下津城跡下層遺跡ー』

　稲沢市教育委員会・稲沢市内遺跡発掘調査委員会 図版第 7 をトレース・加筆
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か。樋上は下津宿遺跡の検討からがⅣ期後半（古
瀬戸後Ⅳ期古段階）からⅤ期（古瀬戸後Ⅳ期新
段階）にかけて、すなわち守護所が下津に所在
した期間中に鎌倉街道が移動したと考察した

（樋上 2013）。またさらに、街道敷設までに埋
められた井戸とその井戸側に使用された木材の
詳細な検討を行った結果、自説を補強している

（樋上 2015）。
　まず、街道敷設までに埋められた井戸群のう
ち、枠内出土遺物でみる最も新しい井戸は
1960 ＳＥと 1108 ＳＥで古瀬戸後Ⅳ期古段階、
井戸側に使用された木材でみる最も新しい井戸
は 0900 ＳＥで西暦 1423 年よりも後に構築さ
れたという（樋上 2015）。この結果は古瀬戸後
Ⅳ期古段階および 1423 年よりも後に街道が敷
設されたことを証明するものであり、街道の敷
設が 1476 年よりも前か後かを判別する資料に
はならない。一方、街道が敷設されたとするⅤ
期は、東濃型山茶碗生田窯式期＝古瀬戸後Ⅳ期
新段階＝ 15 世紀後葉に位置づけられ（樋上
2013）、新街道敷設を守護所が清須に移転した
後と考えても全く矛盾は生じない。そしてここ
が重要であるが、敷設された鎌倉街道の直下に
多くの柱穴や廃棄土坑などの遺構群が展開して
おり、これらの遺構の中にⅤ期のもの（例 10
Ｅａ区 0632 ＳＫなど）が一定量含まれている
ことである。一般的に街道そのものにこのよう
な遺構は構築されないので、Ⅴ期の当初から新
街道があったとは考えられない。Ⅴ期のある段
階（すなわち 10 Ｅａ区 0632 ＳＫなどが埋積
し終えた以降）に街道の敷設は行われたといえ、
それはおそらくⅤ期後半からⅥ期になるだろ
う。
　また、樋上は街道新設には守護権力の関与が
必要であり、したがって守護所が機能した時期
でなければならないと論じたが、いくら守護権
力であっても平時に大幅な都市構造の改変を行
うことは容易ではない。新街道の敷設に伴って
従来からある不断光寺の寺域が縮小され、さら
に地割Ｅが形成されて頓乗寺や住吉薬師堂など
に対してさまざまな改変が求められている。こ
のような改変は、災害や政変および政策の大幅
な転換など政治的な契機を伴うのが一般的であ
り、その契機は、現状で残る記録には守護所が

移転したこと（またはその前後の戦乱）しか存
在しない。Ⅵ期にみられる下津宿遺跡の機能衰
退は守護所が移転した後に都市機能が失われた
ことを物語るが、だからといって集落としての
機能は停止したとはいえない。むしろ、新しい
性格を持った集落形態が創出されたと評価すべ
きであろう。もし、街道敷設と守護所移転を別
時期と考えるのであるならば、街道敷設から守
護所移転までの期間の下津の景観がどのような
ものであったかという研究を進めなければなら
ない。
　筆者は、Ⅴ期とした青木川と街道の移動とⅥ
期とした都市的機能の喪失の各段階を分けて考
える必要はなく、一連のものとしてとらえるの
が妥当と考える。

　７．又守護代所、屋敷、商職人居住域

　次に、これまでに復元した都市域に、守護所
（又守護代所）、家臣の屋敷、その他の小規模な
寺院、商職人居住域などがどのように展開した
かを検討する。

（１）又守護代所
　守護所については清須と岩倉の守護所（居館）
にみるような大規模な囲繞施設（幅が 5 ｍを超
える堀など）を伴う方形区画を地籍図や現地形
から抽出することができない。おそらく、その
ような施設は存在しなかっただろう。一方、江
戸時代に編纂された『日什大師伝』によれば嘉
慶 2 年（1388）三代将軍足利義満が富士遊覧
の際に下津頓乗寺に宿泊したといわれており

（川上編 1940）、確実ではないが頓乗寺が守護
所の役割を果たしていたと推測される。

（２）屋敷・寺院域と商職人居住域の相違
　寺院は複数の方格地割に則って点在していた
と推定されたが、寺院以外の空間ではどのよう
な施設が所在したかは不明である。子院や僧坊、
国人等の屋敷、商職人居住域などが展開した可
能性が考えられる。特に、下津五日市に近い部
分では商職人居住域などが展開していた可能性
が高いだろう。
　ここで、下津宿遺跡の発掘調査成果から、調
査地点の空間的特質を分析する。発掘調査は東
西に細長い調査範囲を西側から大きくＡからＥ
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とも 20 回程度は建て替えられていたことが判
明し、商職人の活動が盛んであったことが推測
できる。

　８．空間利用のあり方の変遷

　すでに下津宿遺跡の発掘調査では遺構をⅠ期
からⅥ期までに区分して整理されているので、
これを用いて下津全体の遺構変遷を整理する

（図７～９）。
（１）Ⅰ期（10 世紀から 13 世紀第１四半期）
　Ⅰ期は西部のＡ区からＢ区にかけて遺構が限
定的に確認されているに過ぎない。河道Ｍが埋
積し河道Ｆに流路を変更した直後の時期に相当
するが、西部の方格地割Ａが成立している可能
性は考えられるものの、現状では空間構成を検
討するには材料が乏しい。

（２）Ⅱ期（13 世紀第２四半期から 14 世紀第
３四半期）
　Ⅱ期は方格地割Ａに則って円光寺と曩謨寺が
建立された段階で、さらに頓乗寺が創建された。
下津宿遺跡の調査結果から、頓乗寺周辺では方

区の 5 区に分けて実施された。すでに地点によ
り遺構と遺物の様相が異なることが明らかに
なっている（樋上 2013・蔭山他 2014）。
　土師器皿は、Ⅱ期からⅤ期まで（13 世紀第
２四半期～ 15 世紀第４四半期）はＡ区からＤ
区に多くみられる。編年を検討する際の基準資
料には土坑が多いＤ区の資料群が多く用いられ
たが、土師器皿の出土量そのものはＣ区で多く
確認されている。Ｃ区で土師器を多用する空間
があったと推定される。
　金属関連資料はＤ区よりも東側の調査区に出
土する傾向がある（樋上 2013）。詳細に検討し
た結果、100 点以上の椀型滓が出土する資料群

（多量集中型出土状況）と、数点から数十点の
椀型滓が出土する資料群（少量散漫型出土状況）
があり、前者は 11 Ｄ区と 10 Ｅａ区で 4 資料
群が確認された。前者は連続性のある「定住職
人」的鍛治工房、後者は生産規模が比較的小さ
い「移動（渡り）職人」的鍛冶工人が推定され、
11 Ｄ区と 10 Ｅａ区では定住職人的鍛治工房の
存在が想定できる（蔭山他 2014）。この区域で
は掘立柱建物についても、小形建物跡が少なく
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割Ｃに沿う複数の寺院ができたと想定される。
下津宿遺跡では、西部で遺構は希薄となり、中
央部に約１町四方の溝で囲まれた方形屋敷が確
認された。この段階で区画溝を抽出することは
難しいが、紀年銘宝篋印塔が出土したことから
不断光寺が存在したといえる。東部では引き続
き定住職人的鍛治工房が想定される。西側の下
津新町遺跡と下津北山遺跡では前段階とは異な
る区割りで小規模な屋敷がみられ、下津城跡で
はそれよりもやや規模が大きい屋敷が展開し
た。
　街道Ａを基軸とする寺院群と周辺の屋敷、お
よび道Ｂを基軸とする寺院群と商職人活動域

（五日市）という、少なくとも２つの中心を持
つ景観が想定される。

（４）Ⅳ期（15 世紀第２四半期）
　Ⅳ期では、下津宿遺跡でＣ区の他にＡ区とＢ
区にも大溝が展開するようになり、大形方形屋

格地割Ｂが展開し始め、井戸や大形掘立柱建物
が伴う屋敷が一部で成立したと考えられる。西
側の下津新町遺跡でも屋敷がみられ、西部には
火葬施設が存在した。さらに西側の下津北山遺
跡では寺院？が展開した。翻って東側の下津宿
遺跡東部では定住職人的鍛治工房が想定され、
寺院に伴う専属職人の可能性が指摘される（樋
上 2013）が、筆者は五日市に関連する専業職
人の作業場であったと推定している。
　街道Ａを中心に主要寺院が並び、その周辺に
屋敷（子院などを含む）が展開し、東側の河道
Ｎに近い部分に商職人が活動した領域（五日市）
があったとまとめることができる。

（３）Ⅲ期（14 世紀第４四半期から 15 世紀第
１四半期）
　Ⅲ期は新たに正眼寺を基軸に道Ｂと方格地割
Ｃが形成された段階である。この時期に創建さ
れた寺院は住吉薬師堂の他に知光寺など方格地
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寺院が創建された。しかし、結果的には寺院数
は半減し、下津宿遺跡、下津新町遺跡と下津北
山遺跡で遺構と遺物は激減している。広い範囲
で屋敷が展開するようなことはなかったものと
みられ、下津宿遺跡東部での定住職人的鍛治工
房も失われた。
　街道Ｄ沿いに寺院と若干の屋敷が分布したの
みと想定される。

（７）小結
　以上の結果、守護所が設置される以前は、広
大な微高地上に円光寺・頓乗寺などの寺院が点
在しこれを中心に方格区画が設定され、その中
には若干の屋敷群が展開したと思われる。五日
市に近い部分には鍛冶職人などが定住的に活動
したと思われ、五日市が安定的に栄えていたこ
とが推定される。
　守護所が設置された 15 世紀になると、寺院
とは特定できない約１町四方の大溝で囲まれた
方形屋敷が確認されるようになる。多量の土師

敷が広く展開した可能性が考えられる。守護所
が本格的に機能した段階に相当し、区画溝など
から多量の土師器皿が出土することから、これ
らの屋敷は寺院または守護又代に関連する有力
者の屋敷などに想定される。一方、東部では定
住職人的鍛治工房が継続している。下津新町遺
跡では一部で屋敷割の統合がなされたが、基本
的な構造は大きく変化していない。

（５）Ⅴ期（15 世紀第３四半期から 1476 年）
　Ⅴ期は、樋上が新街道を敷設した大きな画期
がある段階と捉えたが、筆者はⅣ期と大きく遺
構の変化はなかったものと想定する。Ⅲ期から
Ⅴ期までは、詳細な部分で変動はあるものの都
市景観としてみた場合は大きな変化はなかった
ものと推定できる。

（６）Ⅵ期（1476 年から 17 世紀初頭）
　Ⅵ期で河道Ｇと街道Ｄが普請されて景観は一
変した。川と道の変更により多くの寺院は移転
または地割の改変がなされ、円通寺など新たな
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　９．おわりに

　この結果、守護所下津は異なる時期に成立
した複数の基軸をもつ複雑な都市景観であっ
たことが推定される。尾張国府に近いという
地勢的な特徴が反映された都市景観というこ
とができよう。

　本稿を作成するにあたり、鵜飼雅弘・蔭山
誠一・鬼頭 剛・仁木宏・濱久年・樋上昇の各
氏には助言を賜った。記して感謝いたします。
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器皿を消費した区画（寺院・屋敷）もあり、そ
の一部は守護又代に関連する有力者の屋敷跡と
考えられる。職人集団の状況は守護所が設置さ
れたからといってあまり大きな変化は認められ
ない。
　守護所が清須・岩倉へ移転した後に下津は大
きく変貌を遂げる。主要河川であった河道Ｆが
埋没しはじめた問題を解決するために、新たに
青木川が開削され、これに伴い新街道が敷設さ
れた。頓乗寺や住吉薬師堂も改変を強いられ、
結果的には街道沿いに寺院と若干の屋敷が展開
する形となった。後に下津北端部に下津城が構
えられたが、かつての五日市付近でみられた職
人集団の活動はあまりみられなくなった。


